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〔特 別 掲 載〕

（：東女医大誌第30巻第6号頁1078－1085昭和35年6月）

糸の見えPすさに関する研究

A 序 言

自衛隊航空医学実験隊（隊長大島正光博士）
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（受付昭和35年4月14日）

 ものの見えやすさについては視力表，その他多くの実

験があるが，糸のような細いものの見えやすさについて

は従来あまり実験結果がない。そこで，今背：景を種々に

変えた場合に糸の見えやすさがどのように変化するもの

であるかについて実験を行つtので報告する。

         B 実験方法

 横縞18mm，縦巾8mmの木枠で作られた50 c皿四

方の木枠に，縦に糸を2cm間隔に張ったものを使用し，

これを背景の前においた。照明は人工照明により，遠方

より背景が一様の照度に照らされるようにし，かつ糸の

影が背：景にうつらないように両側より照らした。

 実験照度は10，30，100，300，500，800 Luxである。

照度の変化は電圧調整器によった。背景は横100cm，縦

77cmのもので，これを横3．1m，縦3．15 mで，色研明

度で12．0の黒い壁上に張り，背景の高さは床上より110

cmのところに張った。その前に糸をはった木枠をでき

るかぎり背景に接近させておき，被験者には段々遠ざか

りながら糸の見えなくなる距離を測定しt。なおこの他

中央の糸を1本はずし，はずされていることが認識でき

る最大の視認距離をも求めた。また糸の太きはヵタン糸

50番の場合と綿糸10番の場合の2種類について行っ

た。被験者は健康な男4千名である。

         C 実験結果

 A 申央の1本の糸をはずした場合の背景の明度別最

   大回認距離の変化：

 （a）綿糸10番の場合：実験の’1例について横軸に明

度をとり，縦軸に視認距離をとると第1図のようである。

4名の被験者の平均値のみを照度をparameterとして

整理すると第2図のようである。すなわち照度の如何に

かかわらず明度が低い程視認距離（最大視認距離のこと，

以下同じ）が大きくなっている。かっ照度が大きい場合に

は逆S粥状であって，明度が低くなると視認距離はそれ

程延びず，明度が低くなるときの視認距離の増加の度合

が減少してくる。また照度が10Luxの場合に視認距離が

どの程度に増加するかを見ると第3図のようであって，

明度が低い程視認距離の増加は大きい。しかもこの増加

もある明度以上になると，増加の度合もまた減少してき

て，一定の値に止まる傾向を示し，この傾向は明度が低

い場合よりも，明度の高い場合の方が大きい。なお視認

距離の差の急激に増加し始める点の明度は10・Luxの視

認距離を基準に考えると，照度が高い程明度の高い方に

ずれている。

 次に10Luxの場合の視認距離と800 Luxの場合の視

認距離との比を明度別に比較すると，明度の高い方がこ
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第1図 背景の明度と視認距離との関係
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第2図背景の明度による糸の視認距離の変化
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第3図 照度を異にした場合の視認距離の差i

の比は大きくなっている。このことは先の10 Luxの

場合の視認距離と800，300，10e・Luxの場合の視認距離

との差と一緒に考え合せると，照度の低い場合には，明

度の低下による視認距離の増211が大きい割含に，照度の

大きい場合には明度の低下による視認距離の増加がそれ

程大きくないことを示しているものであって，照度を増

す方が得策か，それとも．明度を低下させる方が得策とい

う問題と関連をもつてくる。今一定の視認距離，すなわ

ち見え易さを得るための照度と明度との組合せを考える
と，． 謔T図のような関係になる。すなわち賜度を高めれ

ば照度は低くても差しつかえなく，両者の間にはこのよ

うな意昧で相補性がある。そしてr般的には図に爪した
ようOC’ 撃盾〟D明度＝s a log照度＋b（a，bは常数）という

関係となる。

 また照度を横軸にとり，縦軸に視認距離をとり，朗度

をparameterとすると第6図のようであって，明度の

高いところでは照度の増加による視認距離の増加は少な

いが，明度の低いところでは照度増加による視認距離増

加の度が大きいことがわかる。

 （b） ヵタン糸50番の場合：以上と同じような形でカ

タン糸50番の場合について見ると，、第7，8，9ゴ10，11図

のようである。全般的にいって種々の場合の曲線の形は

変りなく，tこだ視認距離が大きくなっていることがわか

る。．これは糸の太さをとりあげるならば，逆の現象であ

るが，糸の白さ，．密度というような質的な状態がむしろ

見易さを増していると考えるζとができる。
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第6図 背景の明度別の糸の視認距離と照度との関係

 B 背景の明度別の糸の見え易さの変化について：

 （a）綿糸10番の場合：照度別の明度と視認距離との

関係その他は全般的には背景の明度別の欠損糸の場合の

傾向と変りない（第12～16図）。

・（b） ヵタン糸50番の場合：「この場合も照度別との明

度と視認距離との関係その他は全般的には背景の明度別

の欠損糸の場合の傾向と変りない（第17～21図）。’

 C 欠損糸の場合と他の場合，すtsわち糸を全部張っ

   た場合の視認距離の比較：

 （a）綿糸10番の場合：背景が同じ明度で同じ照度の

場合視認距離の比を100Luxの場合についてみると次の

ようである（第1表）。

 すなわち欠損糸の場合の方が然らざる場合よりも視認

距離は小さくなっている。しかもこの比は明度が高い程

旧き’くなっている。すなわち何回かの等間隔に並べられ

た糸の中の1本がないことを認める方が，等間隔で並べ
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41

 苅

糧 勘

襖・

曽

し腸，

 IS

路

臨
書

蕊4
驚

論。3
零「

響

窺ユ

鍛

書，

cC

  e

 ／
ノ

カ9レk scs
セ亭員余

4名q浄鱈鱗馬導吟

      聖ヤ         ，？

           鴫震
第咽鹸の明度による視謬巨離の変化

      謎涯

      距
       竜

       り
      差 齢

      ‘幅，

                ●

        ‘

        ●

o
o

 io  IJ  傷  ｝3  吟   ts  齢  η   te  tt  －■

     已晃濠 ソ！4しり己（suakk一》

第9図 三景の明度と10Luxの視認距離と
   800Luxの視認距離との比との関係

     舷壕卿蜜
     燐顎駈
     4Gmネ直qa熊・spn

 伽乙ひどの鵬一’ρ乙け。場合

 3・θ此ひxg t9 Zl一凪塀の場

。！ρρ乙ヴ澗場合一〃乙〃κA縄含

萌 あ．

産1ツ

 呼
 碑
 tL

 ‘∫鴨

 ’亨

 t3

 ta

 ，暉

 量，

！oI ’” t `義誇1“〆飯菰、勘t’）ae

   第8図 照度を異にした場合の視認距離の差

    縛醸・〃㌘紹†∫

                       Q                   o            o
   e
                   A

            A

謬灘撚誠

 糠齢ノ餓

 裡認鵬・◎徹

  しf

IO ～。   Je  亭。 や 6e’9’● ’隔      t。◎

     齪鷹（i”，v）
 第10図 等  視  認  距．「離

          一1081一

’te   “鱒 「ρD

曲  線

SPte  ’の軸



42

認）。

禽

（A｝

 is

 lo

 s

誕
SE
薦

C’，k）

tr

念二＝＝＝＝＝二＝コ

e

                               。朗度ノ←
                            o
                                ロ聴量s
                            ／

                         ／

                                ：11i

ゆ

｝e 3e iee z・．’M’，ei． ’Ct－b－tt－ 刀Ddit rJ；

第11図 背景の明度別の欠損糸の視認距離と照度との関係

eeoL－x

ぎll

護    〆鈴
蓼

肇ユ

義

ぎl

r＃”C

@e

’ゆ’ ??e乙げん》

  亀ρ  ll  ■i  Il  鴎  tr  ．16 tQ  l■  ’， ユ。

               明度

第12図背景の朗度による糸の視認距離の変化

1ミ憲ぎ
           e’N－e－bt・eL・i4ag告一’山鴇楊念

 ，

       綿鼠’噸
       輪のネ鱈趨爾衛

  te  ll  bX  t3  1陽   Jr  tt  19   tp  内   融

             en層

 第14図 背：景の明度と10 Luxの視認距離と

      800 Luxの視認距離との関係

第1表 照度100Luxの場合の背景の明度別の欠
    損糸の場合と欠損糸のない場合の視認距
    離の比（綿糸10番の場合）
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第2表

視認距離

   （m）

明度15の場合の欠損糸の場合と欠損

糸でない場合との視認距離の比

欠損糸の
場合（a）

照 度

・・ L・・i3・L駆11監［3監聡監

 m
7．2

欠損糸でな  m
い場合（b） 7．8

b／a jl．08

 m
9．6

 m
10． 8

1． 13

  
11． 5

 m
13． 6

1． 18

  
17．0

 m
18．0

1． 06

 m
20． 2

 m
22． 2

1．15

 m
20． 8

 m
24． 0

1． 15

られた糸の存在を認めるよりも因難であって，かっ背景

の明度が高いほどその困難度は大きい結果となってい

る。これは各照度についてそうであって，今明度15の

背景について，照度別にみると第2表のようである。

 すなわち各照度についてみても欠損糸の場合の方が視

認距離が小さくなっている。

 （b）ヵタン糸50番の場合：背景が同じ明度で，同

じ照度の場合の視認距離の比を100 Luxの場合について

みると第3表のようになる。

 すなわち，この場合も欠損糸の場合の方が然らざる場

合と比較して視認距離が小さい。しかレ，明度の高いと

一1083一
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第17図 背景の明度による糸の視認距離の変化
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第ユ8図 照度を異にした場合の糸の視認距離の差

ころでは照度が100 Lux・以上の場合には欠損糸の方がむ

しろ視認蹉離が大きくなっている。次に明度15の背景

の場合について照度別にみると第4表のようになる。す

なわち，朋度15について照度別にみると照度100Lux

のところでは欠損糸の場合の方が視認距離は大きくな

り，照度がそれ以上，あるいは以下のところでは両者の

場合の視認距離には大差を認め．ない。．

 以上のように欠損糸の場含と欠損糸ではない場合とで

差異の生ずるのは如何なる理由によるものであろうか。

欠損糸のない場合は糸のあることが確認させる必要があ

り，欠損糸の場合は糸のあることと，1本あるべきとこ

ろにないことが確認されなければならないから相違があ

る。以上の成績からみると一般に後者め方が困難である

ことを示している。
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        D 総   括

 綿：糸10番およびカタン糸50番の糸を50cm平方の

木枠に縦に2cmおきに張り，糸の最大視認距離ならび

に中央の1本をとりのぞき，とり除かれてあることのわ

かる最：大視認距離を種種の明度の無彩色の背景について

実験した。照度は電灯で10・V800 Luxまで種々な照度で

実験した。この実験から次のような結果を得た。

 （1）各照度で背景の明度が低い程視認距離は大きくな

   る。

② 明度が16のあたりから視認距離は急激に増加し

  てくる。

（3）同じ視認距離を与える背景の明度と照度との間に

  は相補性があり，一般に，Iog明度＝a Iog照度

  一トb（ただしa，bは常数）なる式で表わすことが

  できる。

（4）同一明度では照度の大きい程視認距離は急激に：大

  きくなる。
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